
震度５強以下 ― 0.0 ％ 0.0 ％ 0.4 ％ 30.1 ％ 86.1 ％

震度６弱 ― 98.3 ％ 55.7 ％ 98.1 ％ 69.9 ％ 13.9 ％

震度６強 ― 1.7 ％ 44.3 ％ 1.5 ％ 0.0 ％ 0.0 ％

震度７ ― 0.0 ％ 0.0 ％ 0.0 ％ 0.0 ％ 0.0 ％

― 2,611 棟 2,493 棟 - 118 1,436 棟 190 棟 28 棟

夕方 12 件 28 件 ＋ 16 16 件 8 件 5 件

夕方 3,106 棟 11,004 棟 ＋ 7,898 4,005 棟 2,210 棟 691 棟

早朝⇒夕方 212 人 314 人 ＋ 102 136 人 50 人 14 人

早朝 5,389 人 3,792 人 - 1,597 2,709 人 642 人 127 人

夕方 118,245 人 129,837 人 ＋ 11,592 78,033 人 29,551 人 8,892 人

― 98,294 人 43,191 人 - 55,103 43,191 人 43,191 人 43,191 人

電気 停電率 夕方 6.3 ％ 10.9 ％ 増加 5.2 ％ 2.1 ％ 0.6 ％

電話・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 通信不通率 夕方 2.2 ％ 7.4 ％ 増加 2.7 ％ 1.5 ％ 0.5 ％

ガス 供給停止率 ― 95.3 ％ 32.7 ％ 減少 8.9 ％ 3.2 ％ 0.7 ％

上水道 断水率 ― 28.3 ％ 14.4 ％ 減少 2.7 ％ 2.2 ％ 1.2 ％

下水道 管きょ被害率 ― 19.8 ％ 3.9 ％ 減少 0.0 ％ 0.0 ％ 0.0 ％

多摩東部直下地震による練馬区の被害

発生時間帯
前回（平成24年） 令和４年被害想定 参考（令和４年被害想定）
練馬区の被害想定 多摩東部直下地震 都心南部直下地震 大正関東地震 立川断層帯地震

増減

震度面積率 震度６強の
割合が増加

建物全壊棟数

火災
出火件数

焼失棟数

死者数

負傷者数

避難者数

帰宅困難者

ライフ
ライン

資料4-4

【火災の被害による影響】

●震度６弱と６強では、出火率や初期消火率などの数値が倍以上異なる。

●出火件数が増加したことに伴い、延焼棟数、死者数なども大幅に増加し、

被害が甚大化する。

●避難行動要支援者の死者率は、通常の３倍とされており、被害が大きく

なれば大きくなるほど、避難行動要支援者への影響が大きくなる。

【ライフライン被害による影響】

●ガス・上下水道が減少した一方で、電気・通信の被害は増加した。

●ライフライン被害によって、家庭内備蓄が尽きると在宅避難生活を

送りにくくなる。

●中高層住宅は、強い揺れによる配管被害やエレベーター停止等の

特有の被害を受けやすい。

震度６強を観測する面積率が大きく増加

避難者数（最大値）死者数が100人以上増加

焼
失
棟
数
が
８
千
棟
近
く
増
加

（
そ
の
多
く
が
古
い
木
造
家
屋
）


